
  

＜１１月の聖句＞             成長させてくださったのは 神です    コリントの信徒への手紙（一）3章 6節 

植物を育てるには、先ず土づくりから。きれいに耕され、肥料を入れられた栄養たっぷりの土。そこに選ばれし種や球

根を手に取って土の中へ。しっかり植え付けたらここからが始まり。毎日水をやり、雑草を抜く等繰り返し、成長を待ち

ます。やがて芽がでて枝葉が伸び、つぼみが膨らみ、花が咲く。ですが、芽を出さなかった種、途中で枯れてしまった芽、

風で折れ曲がった茎、花が開く前に虫に食べられることもあったはず。様々な苦労や挫折の経験があればこそ、開花の

喜びはひとしおです。育てたのは自分自身だと自画自賛しましょうか。いえいえそこには、多くの助けがあったはず。ま

さに、自分をも成長させてくださったのは神さまです。同じく、愛児園の子どもたちを、保護者や職員を、全てに心注ぎ

大切に育ててくださる神さまに、心から感謝して 11月を過ごします。                         平田 敬子

＜月主題および月のねがい＞                                            

‣ 0歳児＜みつける＞お祈りやさんびかを通して心地よさを感じる。/興味、探求心が深まり、活動的になる。/たくさんの自然

物に触れ、喜ぶ。                                                                                   

‣ 1・2 歳児＜どれにしようかな＞賛美や祈りを通して神さまを身近に感じて喜ぶ。/生活の中で、やりたいことにじっくり取り組み、

関わり合う。/神さまからのたくさんの恵みに感謝し触れて、遊びや生活の中に取り入れる。                        

‣ 3歳児＜感謝しつつ＞秋のみのりや身の回りの生活に神さまの守りがあることを知り、ありがとうの気持ちが芽生える。/友だち

と保育者と一緒に何かになりきって遊ぶ楽しさを知る。/果物の味、たきびの煙、落ち葉の色合いなど五感を通して秋を感じる機

会を持つ。                                                                                       

‣ 4・5歳児＜感謝しつつ＞神さまがくださった恵みを礼拝や日々の生活の中で感謝する。/友だちと遊ぶ中で思うようにならな

い事や自分とは違う思いがあることを経験する。また、相手を思っての行動をしようとする。/秋から冬の移り変わりを感じる。自

然物（木の実の枝など）を生活や製作に取り入れる。                                                   

＜さんびか＞      『 かみさまにかんしゃ 』 （ こどもさんびかⅡ ）  『 はたけにおやさい 』 （ こどもさんびか ）         

＜おやつの音楽＞  『 NHKおかあさんといっしょ あつまれ！！せかいのうた 』                                  

＜行事＞ 

日  月  火  水  木  金  土  

 

 

＊予告 12月１４日(土)は クリスマス会です。 

職員の行事 11月 2日 3日北九州市保育研修大会 22日職員会議 
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 毎月 1日発行 

園長 平田敬

子 

 

園園  だだ  よよ  りり 



『ヨチヨチ父～とまどう日々～』  

 作 ヨシタケシンスケ  出版社 赤ちゃんとママ社 

 ヨシタケシンスケさんの作品は「そうそう！」と子育て中の

ママやパパに共感することがいっぱい詰まっています。他多数

ありますが『あんなにあんなに』『にげてさがして』などメッ

セージを強く感じるものもありますよ。機会があれば是非手に

とってみてください。 

『なまえのないねこ』 

 文 竹下文子  絵 町田尚子  出版社 小峰書店 

 表紙に書かれた繊細な猫の絵に魅了され、読み進めると心が

じんわりしてきます。町田さんの作品は他にも猫をモチーフに

した作品がたくさん。『ねことねこ』『ねこはるすばん』など

くすっと笑えるものもありますよ。絵本なら猫アレルギーの方

も怖くありませんね。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お ね が い ・ お し ら せ 

・クリスマス会についての詳細は、後日別紙配布いたします。室内での催しですから感染症の

ことを鑑み、それぞれのご家庭で大人２名までの参加となります。その他ご不明な点は主任・

園長までお尋ねください。 

・健康診断の日（１４日と２８日）はできるだけお休みのないようにご協力ください。またお子さん

のことで、園医に尋ねたいことやご相談がありましたら、事前に担任保育士や主任・園長までお

声掛けください。 

発行：ナオミ愛児園 北九州市戸畑区中本町 12-34 TEL093（871）3245 e-mail info@naomi-hoikuen.jp 

読書の秋 ～大人も癒されたい篇～ 

レポート 家庭推進教育学級    

小児の生活習慣病予防～考えよう食生活 

 

 

冬の感染症に注意  

今マイコプラズマ感染症が流行していると、報

道でよく耳にします。長く咳が続き、他にも発熱・

倦怠感・頭痛などの症状が出ることがあります。

軽症で済む人がほとんどですが、重症化しますと

入院治療が必要になる事も。咳症状が長引く時

は、早めにかかりつけ医で診察を受けましょう。 

 寒くなると、インフルエンザやコロナウイルス感

染症、嘔吐や下痢などおなかにくる病気も増えて

きます。 

家族の中で風邪症状のある方がいれば、タオ

ルの共用を避けましょう。栄養と休養（睡眠）をし

っかりとって、これからの季節を元気に過ごしま

しょう。 

その後は運動指導員によ

る親子体操の実践。親子で音

楽に合わせて楽しく体を伸

ばしたり、足を投げ出して座

ったまま手を前にしてお尻

歩きしたり。最後は全員でパ

ラバルーンを楽しみ、みんな

で笑顔を咲かせながらあっ

という間の 1時間でした。 

食生活に関する相談は園

で随時お受けします。担任・

主任・栄養士や園長までお気

軽にお声掛けください。また

戸畑区役所保健福祉課でも

相談可能。TEL（８７１）１

５０１（内４３４）までお気

軽にどうぞ。 

10月 21日、食事と運動を

テーマに、15世帯のご家庭に

参加していただき、家庭推進

教育学級を開催いたしまし

た。保健師さんが食をテーマ

にお話くださり、ひとりで食

べてくれない、離籍してしま

うなどの質疑にも丁寧にご

対応くださいました。幼児期

からの生活習慣病予防につ

いて考え、子どもが口にする

食事を今一度見直す良い機

会となりました。 
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